
日本型のアーバン・ライフスタイルを目指して

ドイツにおけるクラインガルテンの設置と利用の事例紹介一

張 志  偉
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5 むすびにかえて：日本型のクラインガルテンを創出する条件

1 はじめに

 平成3年版『国民生活白書』には経済企画庁は初めて国民生活豊かさの総

合指標（住む14項・働く9項・自由時間6項）を試算し，大都市圏と地方圏

の優劣点を列挙し，東京都総合指導得点の47．9や大阪府46．0に対し，地方の

山梨県（首位56．4），長野県（2位55．2），富山県（3位54．7），福井県（4位

53．8），島根県（5位52．8），岐阜県（6位52．7），香川県（7位52．6），山口

県（8位52．1）と栃木県（8位52．1）等の優勢を報告した。また，東京に一

点集中を緩和するためには社会・経済システム変革，公的部門，企業，個人
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の対応を必要とすることを論じている。さらに，同白書に豊かな国民生活の

事例としてドイツ人の自然志向として「クラインガルテン」と「農家で休暇

を」の2事業を紹介している。

 「クラインガルテンとはドイツ語で小さな農園，市民農園の意味である。

ドイツ人は庭のない集合住宅で生活をしている人も，生活の身近なところで

自然との触れ合いを持ちたいと考えている人が多い。そこで都市内部，都市

周辺に，一区画300㎡程度の菜園を整備して，都市生活が都会での菜園生活

を楽しめる場所を設けている。このようなクラインガルテンは市や鉄道会社

などが保有する土地を一般市民に貸し出す形式をとることが多い。契約は25

年であり，花，芝生，果樹，野菜，何を作っても自由である。」

 「週の休日だけでなく，長期休暇を農村で過ごしたいと思う都市生活者も

多い。このような人を対象にドイツ農家協会が中心となって展開している事

業が「農家を休暇を」事業である……」

 大阪インターンティ研究会はクラインガルテンに焦点を絞って実地調査訪

問を計画した。調査の問題意識と目的は次の2点である。

 わが国3大都市圏における市街化区域内の農地は非生産農地の場合は宅地

並み課税となり，宅地化に対する圧力が非常に強い。しかし，緑不足の大都

市にとってはこれは決してよいことといえない。ドイツ都市のクラインガル

テンの代表的な都市を見学し，都市計画制度に関連する美しい都市環境の創

造と都市農園整備の道を探究したい。

 豊かな社会・生活大国を目指している日本は，労働時間の短縮が現実化に

なりっっある。労働省の調査によると，1992年の日本の一人当たり年間総労

働時間は1，972時間（全産業ベース）と初めて2千時間を切ったが，1，500時

間台のドイツ，1，600時間台のフランス（共に1991年，製造業）などに比べ

て開きは少し減縮していた。そこで，土・日曜日のような自由時間の使い方

はどういう方向に行くべきであろうか。余暇先進国ドイツの国民生活を参考

にし，特に余暇生活の中のクラインガルテンの位置づけを調査したいことで

ある。
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 調査日程は1992年4月23日～5月2日で9泊10日間となり，フランクフル

ト2泊，ミュンヘン3泊，ハノーファー2泊，そしてベルリン2泊となる。

クラインガルテンに関する公式訪問はミュンヘン（1983年の国際園芸博覧会

の会場）とハノーーファー（「公園都市」と名づけられている）に限るが，フ

ランクフルトは国際便の窓口として通らなければならないし，ベルリンはド

イツ国家統一後の首都造りの課題および計画案は調査対象となった。調査の

主催者は関西で政策提言を活躍している大阪インターーシティ研究会であり，

大学教員・シンクタンク研究者・新聞記者を含めた6人のメンバーがこの調

査に参加した1）。ドイツの訪問先を決定するためには国内の研究者や農政関

連部門の意見やアドバイスを頂き，日本から手紙やFAXで依頼と受け入れ

の確認をとっていた2）。

2 ミュンヘン市＝クラインガルテンの訪問

 ミュンヘン市はドイツ連邦最大州であるバイエルンの州都である。古くか

らの伝統を有するビール醸造業のほか，ジーメンスを始めとする電気機器・

精密機械・化学・自動車などの近代工業が盛んである。ミュンヘン市の人口

は120万人，面積は310k㎡である。

注1）当調査団のメンバーは次の通りである。

長
員
員
員
員
書

団
団
団
団
団
秘

大阪市立大学工学部講師

日本経済新聞社大阪本社編集委員

㈱都心創取締役

㈱立地評価研究所所長

㈱立地評価研究所東京所長

徳山大学経済学部講師

（所属および役職は1992年4月当時のもの）

濱田学昭

川渕吉男

中筋 修

大西靖生

井上義朗

張 志偉

2）訪問先の資料やヨーロッパ・クラインガルテン協会代表のリストについては大

阪市経済局経済企画課 倉田新一郎氏，大阪府農業会議農政課主幹 橋本卓爾

氏，大阪府農協同組合中央会営農生活部営農農政課 池嶋明氏，京都大学農学部

祖田修氏の指導を頂いた。
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A．市郊外ゲルメリング・ニュータウンのクラインガルテン

  日 時 1992年5月26日

  面談者 バイエルン州クラインガルテン協会会長 W．マース氏

 1）ゲルメリング町

 ゲルメリング町はミュンヘン市単に約25㎞にありニュータウンとして建設

され，現在人口4万人であり，ほとんどミュンヘン市に通勤している。最

近，外国労働者は近所に移って来たので治安は少し心配になったようである。

 2）クラインガルテン設置の経緯

 ここのクラインガルテンの設置は1977年エコロジカル・プラナーによって

計画され，1983年に出来上がった。土地は戦後，市が教会から借りて全部で

約4haの面積があり，現在116の区画に分かれる。一区画の平均面積は260～

300㎡。集会場としてのクラブハウスは会員が2年の夏期の300労働時間を利

用して1985年には建設が完了された。

 3）クラインガルテンの初期投資額および使用料

 会員にとって一区画の初期投資額とコストは小屋・土地代・年間使用料合

わせて13，700DM（約100万円）である。これに加えてバイエルン州政府は

平均一区画の整備について23万DMを支払い，ゲルメリング町も36．7万DM

を補助していた。一区画の土地賃貸料は1㎡当たり60pfg（1DM-100pfg），

すなわち一区画約156DMである。これに比較してミュンヘン市内の賃貸料

は約1㎡当たり43pfgである。賃貸料は州法律によって最高額が限定され，

また賃貸法により上昇幅が2倍以内に制限される。

 クラインガルテンの年間使用料の内訳は次の通りである。

水使用料

契約更新料

畑使用料

保険料（火事・盗難）

  合 計

金額
 20DM
 40

 30

 70

160
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徳山大学論叢 第39号

写真1．ミュンヘン市郊外のゲルメリング町に，1987年に完成され

   たクラインガルテンの一区画（約260㎡），うち24㎡の小
   屋，小路，ラッパ水仙が咲く中のガルテンがある。一区画
   年間基本料金は160DMかかる。区画内の土地利用は野菜，
   果樹，通路・その他といったように，それぞれ3分の1に
   定められている。

 その他，区画内の小屋は木の材料だけ約16，000DMかかる。

 4）都市計画におけるクラインガルテンの位置づけ

 都市計画のBプラン（地区詳細計画）によってクラインガルテンの用地が

保留され，市は保留された土地をクラインガルテン協会に委託する。

 5）クラインガルテンの需給関係

 バイエルン州におけるクラインガルテンの数は次の通りである。

    バイエルン州   47，000区画

    ミュンヘン市   8，000区画     15，000人目待機中

    ゲルメリング    116区画       42人が待機中

 ゲルメリング・クラブの場合，年間1会員かまたは2会員しか退会しない

ので供給不足の状況にあるといえる。

 6）クラインガルテンの使用規則

 ・電化ができない。エネルギーはプロパンガスに依頼する。電化を禁止す
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 1993年6月 張 志偉：日本型のアーバン・ライフスタイルを目指して

るのは自然さを生かすほかに，電化（電線地下化など）の経費が高いので，

低コストで大衆に使用してもらう原則に合わないのである。

 ・殺虫剤や農薬が禁止。コンポストでっくられた自然肥料しか使えない。

 ・区画内では用途割合がクラインガルテン法（1983年）によって限定され

ている。うち

         3分の1は野菜栽培

         3分置1は果樹栽培

         3分の1は通路や小屋，自由使用

 ・農産物は原則として自用であり，商用ではないこと。

 7）年間共同労働

 1会員は年間3時間の義務労働を必要とされ，クラインガルテンの共通部

分に仕事する，例えば，通路の並木を植える。

 8）借用者の平均像

 会員の平均年齢は53歳。申請者のなかでは①子供がいる家族，②年金生活

者，があれば優先される。クラインガルテンの成立は社会保障より補助を受

けるので，お金のない人にも余暇を楽しんでもらう目的がある。

 また小学校から生徒達の生物・植物の見学があり，植木にはできるだけ科

学名をつけている。そして，だれも自由にクラインガルテンに入ることがで

きる3）。

 9）クラインガルテンの施設

 通路の両側の並木，遊園地，クラブハウス，集会やバービーキューの場

所，卓球台など。通路は透水性である。

 10）クラインガルテン制度の完備度

 クラインガルテン制度の完備度はドイツ，フランス，オランダのような順

にあろう。

 11）今後の課題

3）訪問の際，このクラインガルテンの入り口の鍵が掛かっているので最近，外国

人労働者は近所に住み，治安が悪くなったと説明されている。

             一89一
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 ●バイエルン州のクラインガルテン供給はまだ不足である。

 ・ゲルメリングでクラインガルテンの造成はミュンヘン市市民の要求に応

じたものの，造成後，市との距離が遠いのでゲルメリング周辺の住民しか使

えないという結果になり，残念である。

 12）日本に一言

現在，日本は豊かな社会を目指しているので，半恒久のクラインガルテン

を造ることを期待している。

B，市園南部クラインガルテン栽培及び公的スペース管理係

  日 時 1992年4月27日

過 面談者 ノーベルト・メー氏

 1）市内クラインガルテンの概要

 ミュンヘン市内のクラインガルテンは76カ所，約8，000区画があり面積は

300万㎡（300ha）である。1区画当たり250～400㎡である。

 クラインガルテンの管理責任はクラインガルテン協会にある。

 現在の問題はニーズが大きくて，市内クラインガルテンとする土地は限ら

れ，どんどん市の境界に位置するしかない。

 2）クラインガルテンと都市計画

 クラインガルテンは最初Fプラン（土地利用計画）に土地利用の方針・展

望として指定されている。Fプランは州支庁で認可される土地利用計画であ

り，その拘束力は，市町村・行政庁にのみ及び，直接個人に及ばない。

 つぎはより明細に地区における土地用途指定するのはBプラン（地区詳細

計画）であり，前述のFプランに基礎してつくられたものである。このBプ

ランは市町村の議会の議決によって条例として決定される。市民個人にとっ

ても法の拘束力がある。

 例えば，このBプランにあるNo．74のクラインガルテンはすでにFプラ

ンにも用途が用意されており，現在300区画があり，1974年，1978年，1980
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年，1985年の4時期に分かれて完成したものである。

 都市計画ではミュンヘン市のクラインガルテンは6種類に分けられてい

る。すなわち，

①深緑：

②薄緑：

③深黄：

④ブルー：

市有地，1990年5月の建築プランに記述されてい

る

市有地，1989年7月の建築プランに記述されてい

る

市有地，クラインガルテン使用は暫定であり，他

の用途に変更する可能性がある

市有地ではない土地，1990年5月の建築プランに

記述されている

    ⑤ライトブルー：市有地ではない土地，用途指定はパーク・プラン

           のような特別的なプランに記述されている

    ⑥不 明：  将来のクラインガルテン用地，1989年7月の建築

           計画に記述されている。

 前3者を合わせて76カ所ある。クラインガルテンの用途変更の際，近くの

場所に移転することが義務づけられている。

 クラインガルテンは都市計画の位置づけでは「緑地（グリーン及びブリ

ー・スペース）」のケーテゴリーに属し，公園や運動場，キャンプ場，墓地

などと同類に区別されている。

 クラインガルテンの総面積は公園のそれより大きい。なぜなら，クライン

ガルテンに行くビジターは公園のそれよりも多いわけである。

 マネジメントではクラインガルテンが公園と違うのは前者フェンスがあ

り，後者がフェンスがないというところにある。

 3）ミュンヘン市の概要

 ミュンヘン市の人口は120万人。土地は310k㎡であり，うちクラインガルテ

ンの面積は約1％ある。
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C，同市のヴェレインSW 83 e． V．クラインガルテン

   日 時 1992年4月27日

   面談者 ヴェレイン・クラインガルテン・クラブ会長

       L．エリック氏

 1）ヴェレイン・クラインガルテンの歴史

 ヴェレイン・クラインガルテンは1919年に設立された。歴史が古いので，

様々な小屋のデザインが見ることができる。1982年には翌年のミュンヘン国

際園芸博覧会（IGA'83）のため，一新された。

  写真2．ミュンヘン市ヴェレインSW 83 e． V．クラインガルテン：

      1919年に設立され，1983年の国際園芸博覧会の会場にもな

      つた記念的な場所である。一区画の年間基本料金は250～

      300DM．

2）国内クラインガルテン会員の数

    元ドイツ連邦      500，000会員（区画）

    バイエルン州      47，000会員

     ミュンヘン市      8，000会員

3）使用コスト・賃貸料

              一92一
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 年間賃貸料1㎡当たり43pfgを支払う。そのほか，水道代，保険などの出

費が要る。

 ミュンヘン市の公式訪問プログラムはバイエルン州クラインガルテン連合

会長，ミュンヘン市クラインガルテン連合会長，市クラインガルテン局を包

括しており，実地調査は郊外のゲルメリング町と市内ヴェレインの2クライ

ンガルテンであった。クラインガルテンの整備状況，賃貸状況，アパートメ

ントに住む市民の生活の重要な一部ということを実感した。クラインガルテ

ンは1983年クラインガルテン法によって連邦土地利用計画（Fプラン）と市

町村の地区詳細計画（Bプラン）に記述されている。，借用者から構成したク

ラブが一括に市役所クラインガルテン局より土地を借用し，そして個別使用

者に区画を分けて貸し出す。ミュンヘン市では一区画の平均面積は260nfで

あり，使用者，つまりクラブ会員は年間250～300DM（2万円～2万5，000

円）の経費（賃貸料・水道代）を支払うほか，自分の区画の経費は別にかか

る。新規参加者は小屋・土地代・年間使用料を含めて13，700DM（115万円）

の出費が要る。市内には8，000カ所のクラインガルテンがあり，市面積の3

％ほど占めている。他の市民も自由にクラインガルテンに見学することがで

きる。

3 ハノーファー市＝クラインガルテンの訪問及び小結

 ハノーファー市はニーダーザクセン州の州都である。ここで話される言葉

がドイツの標準語とされている。同市は次の2特色をもち，つまり，南北及

び東西の鉄道や高速道路の中枢に位置すること，そして，同市は「シティ・

イン・ダ・グリーン」という名称をもち，郊外の森は都心まで伸び，グリー

ン・スペースや墓地に連接して大きな緑のネットワークを形成している。

また，クラインガルテンの数は多いので「クラインガルテンの都」とも呼ば

れていることである。主要な産業は産業見本市事業（ヨーロッパの最大規

模）・運輸・中心業務であり，北ドイツの経済中心地になっている。市人口
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は約50万人。

A．同市クラインガルテン部・クラインガルテン連合協会

   日 時 1992年4月29日

   面談者 クラインガルテン部部長代理 E．U．イェーガー氏

       クラインガルテン協会渉外事務代表 K．メーヤー

 1）クラインガルテンの管理組織

 ハノーファーのクラインガルテンは97の借用者クラブに組織され，クラブ

の上にクラインガルテン借用者の連合協会がある。この連合協会（Bezirk-

sverband Hannover）は市役所のクラインガルテン部からクラインガルテン

を借り，その管理はクラブを通し行われる。またクラインガルテンの管理や

計画に関する問題があれば連合協会は市役所と相談，交渉する。

 イェーガーは市役所の管理責任者であり仕事としてクラインガルテンを管

理するが，これに対して目皿ヤー（地質学者・生物学者）は市クラインガル

テン借用者連合協会の対外関係の代表であり趣味としてクラインガルテンの

世話をする。

 2）市内クラインガルテンの概要

 このハノーファーの都市計画図についてみると緑のところは全部クライン

ガルテンであり，合わせて21，000区画あり，97クラブに属する。1クラブに

当たり300～400区画。クラインガルテンの総面積は1，040ha，市面積の5％

を占める。

 平均ではアパートメント10軒に1軒はクラインガルテンを持っている。こ

の状態は量的にはちょうど市民のニーズを満足し，飽和状態にあると考えて

いる4）。

 3）クラインガルテンづくりの条件・意味

4）ハノーファー市の人口は52万人，家族規模は2．5人と考えた場合，10％の家族

がクラインガルテンを借用している。

一94一



1993年6月 張 志偉：日本型のアーバン・ライフスタイルを目指して

 クラインガルテンの配置は旧市中心の周辺に配置され，市の周辺部にとく

に多くみえる。

 クラインガルテン設立の際に，一つの条件としてクラインガルテンは借用

者アパートメントに近くではなければならないが，都心辺りの土地は地価が

高いので無理である。

 クラインガルテンはメンバーに使用してもらうだけではなくて，一般市民

にも公開している。

 さらに市街地に見つけることができないような動物や特殊の植物のための

生息地であり生態の意味がある。

    図2：クラインガルテン“Dauerkolonie Annateich e． V．”

       （1937年設計，ハノーファー市Hermann-Lons動物園
       の隣に位置する，300区画）

 4）都市間におけるクラインガルテン・コンペで数回受賞

市は元西ドイツの大都市のなかで戦後3年に1回行われるクラインガルテ

ン・コンペでは5回か6回の大賞を受賞したことがある。この良い成績の理

由とは市政府が連合協会との関係はとてもよい関係にあるということであ

ろう。

 5）クラインガルテン法

以前市中心部にもクラインガルテンがあったがそのような場所は1970年代
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まで次第に工場や新アパートメント用地に取られ，移された。過去の20年で

は市政府はクラインガルテンの換わる立地が2，3カ所しかないのでクライ

ンガルテンの移転は難しくなっていた。

最初のクラインガルテン法は1913年に成立された。

 その改正は1983年に通過された。クラインガルテン法の主な内容は次の通

りである。

（1）

（2）

（3）

 クラインガルテンの存在が保証される。しかし，移転がやむ

を得ない場合，市役所は近所に代わる場所を見つけなければな

らない。

 市政府は市民のため，充分のクラインガルテンを造るべきで

ある。クラインガルテンの計画は土地利用の方針を規定するF

プランと，詳細な使用規則を規定するBプランに記載されてい

る。連合協会は2つのプランにも意見参加している。

 現在市内クラインガルテンの95％は永久使用である。市はク

ラインガルテンを移転させる際，代替の移転先を見つけなかっ

た場合，クラブ（会員）に補償金を支払わなければならないと

なっている。

 クラインガルテン借用者はクラインガルテンの使用に関して

市に賃借料を支払わなければならない。しかし，市はだれも借

用できるように高い賃貸料を取ることができない。現在ハノー

ファーの賃貸料は，年間1㎡に当たり13pfg。平均の1区画の

クラインガルテン面積は350～400㎡があるので，借用者は年間

50～100DMを支払っている5）。

 クラインガルテンの分布図に示されるように新緑の色は市政

府所有地であり，14，000区画がある。緑色は教会やドイツ国鉄

などの私有地であり7，000区画があり，合わせて21，000区画で

ある。しかし，現在賃借料はクラインガルテン法によって1種

5）400㎡の場合，1区画年間50DM，または4，300円に換算される。
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類しかないので私有地も同じく，1㎡当たり13pfgとなってい

る。市政府は1DMにするのは正常価格と主張し，連合協会は

賃借料の上昇に反対するが60～70pfgの程度ならばしかたない

と考えている。というわけで，そのうちにクラインガルテン法

の賃借料についての修正が出てくるであろう6）。

 区画内の小屋は農耕の休みや農具の収納のためであり，無断

宿泊を禁止している。週末の泊まりは可能。小屋の最大のサイ

ズは24㎡に限る。高さはハノーファー市では4．2mに限る。小

屋のサイズ制限はクラインガルテン全体の譲渡の際譲渡費用

が高額にならないよう，だれも引き続くことができるという配

慮もある。譲渡費用は20，000～23，000DM程度。

 また，区画内土地の使用割合（野菜・果樹・その他）も決め

られている。そして永久の樹の種苗が禁止されている。

 6）クラインガルテンの譲渡：

 クラインガルテンの譲渡の際，会員は直接，第3者に譲渡することができ

ない。まず退会者はその借用権をクラブに返し，クラブの幹事会が申請者か

ら後継者を選ぶ。小屋や樹などは専門家によってそれぞれの価値が評価され

る。後継者は評価された総額の上，クラブ会員の名義転換料100～150DMを

加えて支払うことになる。全市では年間1千件の名義転換がある7）。

 7）クラインガルテン借用申請者の基本条件

 クラインガルテン借用申請者は一般市民を対象とし，基本条件はハノーフ

ァー市民であり，アパートメントを所有し，犯罪記録なし，年齢30歳以上の

者であり，その他の資格は必要なし，既婚未婚も関係なしである。

 8）その後，クラインガルテン2カ所を見学した。

 ・1985年創立

6）1DMで計算すると一区画年間400DM（約33，000円），70pfgで計算すると1
区画年間280DM（約23，000円）

7）1千件を21，000の区画数で割れば約5％となり，名義換えの数は多くはないと

思われる。

一98一



1993年6月 張 志偉：日本型のアーバン・ライフスタイルを目指して

（郊外） 名称不明

●1938年創立

 Dauerkolonie Annateich e． V．

161区画 400㎡／区画

300区画  420～450㎡／区画

   写真3．ハノーファー市郊外のクラインガルテンの一区画の光景＝

       小池と小さい人形はこの庭園利用者の心の風景を覗かせ
       る。区画面積は400㎡ほど広い。左から大西靖生氏，当ク
       ラインガルテン区画利用者，筆者，濱田学昭氏。

 ハノーファーの公式訪問はハノーファ闇市クラインガルテン部，市クライ

ンガルテン連合代表，2カ所のクラインガルテンであった。同市のクライン

ガルテンの特徴とは数が多くて21，000区画にのぼり，面積は1，040haがあり，

全市面積の5％も占めることである。平均は10戸アパ・一一トメントに1つのク

ラインガルテン区画があり，需給関係はちょうどバランスの状態にあるとい

われている。また，市のクラインガルテン業績としては連邦から数回のクラ

インガルテン都市圏を受賞した。

B．小結：ドイツにおけるクラインガルテンの経緯及び現代的意義

クラインガルテンの前駆形態として，一つは城壁外菜園に，もう一つは貧
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心心帯向け菜園（1830年キール市の貧困世帯救済法による）に求められる。

今日の形態に導いたのは，ライプチッヒの整形外科医者シュレーバー（1808

～61年夏の提唱によるものである。

 「当時，日照不足の過密住宅の急増によって，クル病にかかる子供が多く

なり，彼等を暗い路地裏から解放してやるためには，新鮮な空気と明るい太

陽のもとで土に親しむことが大事であるとして，文筆活動を通して提唱し

た。1870年，彼の思想を継承したシュレーバー協会が設立され，最初のクラ

インガルテン緑地が誕生した。当時の設計図に必ず子供の遊び場を見出すこ

とができるのはそのためである。」（高橋1991）

 政府が1919年に，第1次大戦を契機としてクラインガルテン法を制定し，

その保護と推進に乗り出した。戦中および戦後における食糧難の克服に果た

したクラインガルテンの役割に注目を集めた。1983年の修正法により，クラ

インガルテン用地の確保，移転時の交換条件，期限付きの賃貸契約，賃貸料

限度額の規定などが条文にのせられ制度完備に役立っている。

 クラインガルテンの現代的意義に関連して祖田修氏は，人間と土地の結

合，自然と生活環境の保全，心身の健康の保持，緑の子供部屋一社会的・教

育的意義，余暇の増大と利用，クラインガルテンは都市計画の重大要素とい

った6点を取り上げている（祖田，1992）。

 今回クラインガルテン見学の後，次の4点の意義が強く感じさせられた。

 1）土地との結合

 人間は自ら労働し，農作して土地から恵みを頂くことは本来社会の根本で

る。現在，大量生産・大量消費の産業社会が去り，脱産業社会になり，環境

に優しい時代となるべきであろう。食生活では無農薬や健康食品を使い，資

源をリサイクルする。クラインガルテン利用者は自給の農作栽培をし，その

収穫をジャムや漬物，果酒を造り，家族の楽しみを充実する。また，農事す

ることによって土，陽光，自然と接触することができる。言うまでもなく，

クラインガルテンに休憩する小動物，鳥，虫などの観察もできる。

 2）心身活力の再生
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写真4． ベルリン市内のクラインガルテンの一区画で，建築年代の

たあであろうか洗練さが感じさせられる。

 クラインガルテン利用者は一般，週末や仕事の帰りに野菜，花木を栽培

し，水を注ぐ。日常生計の仕事と別な活動を従事することにより，心身の活

動を再生することができる。私達が訪問した利用者の中では1日10回来てい

る人もいる。また，定年になった人や余暇のある人にとっては，晴耕雨読の

小さな環境がアフォーダブルな賃貸料で提供され，心身の再生または余生の

楽しみに意義がある。

 3）階層・世代を越えた交流

 連邦政府はクラインガルテン修正法（1983年）を通じて，区画のサイズ

（260～400nf）や賃貸料，小屋のサイズ（24㎡）や高さ（ハノーファー市4．2

m以内），樹の種類などの制限により使用料や新規加入の際の譲渡代を最少

額に抑え，低階層の世帯も容易に1区画のクラインガルテンを引き取れる原

則を示している。また，同条文により，クラインガルテンを申し込む世帯の

中で，子供がいる世帯に優先させる内容もある。私達が見学したときに，区

画内の花草，樹木，小池の景色ばかりに工夫する利用者もあるし，野菜瓜果

の自給に重点を置く者もいる。そして，親子の卓球練習，子どもの農事手伝
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いの光景が見られる。さらにはクラインガルテンがボランティア風のクラブ

の経営により，共同労働や農芸技術指導，メンバーの誕生パーティなどのイ

ベントも主催している。メンバーにとっては趣味同好者を見つけられ，人生

の生きがいができるのである。クラブハウスも伝統が古くて便利な場所であ

ればレストランやパブとして会員に開放されている。

 4）公共性の重視と都市計画における明確な位置づけ

 クラインガルテンの計画と整備は公共性の原則が重視されている。一般

入園開放，湾曲して舗装した小路，低くて統一された様式の棚，科学名札

付きの樹木，都市内の野生小動物の宿として生態的な価値が認められて

いる。このため，市町村の全地域を対象とした土地利用計画のFプラン

（：Flachennutzungsplan）と，地区規模5～20ha程度の地区詳細計画のBプ

ラン（Bebauungsplan）ともに，クラインガルテンの立地が記載されている8）。

 クラインガルテンの立地は一般，鉄道沿線公園近隣住宅地区近隣ア

メニティの良い場所に設置されている。年期では恒久的・暫時的なものとい

う2種類がある。訪問した2都市では8割以上は恒久的なものである。

4 日本における市民農園の現況

 日本の市民農園の現況はどうなのか。全体の状況，そして大阪府，大阪市

の動向をみてみる。

 昭和63年9月農林水産省調べより国内市民農園の設置状況では，農園数は

3，487カ所あり，553haにのぼり，農園の運営主体は地方公共団体57．3％，農

協組合17．8％，個人15．5％，その他9．4％となる。農園区画の数は10区画以下

のもの13．1％，10～30区画のもの31．3％，30～50区画のもの21．9％，50～100

区画のもの21．1％，100区画を越えたもの12．6％となる。そして，一区画当

8）Fプランが州支庁の認可される土地計画であることに対して，Bプランの策定

主体は，市町村であり，議会の議決権によって条例として決定される。このた

め，Bプランが策定された地区においては，法的拘束力が発生し，実施の義務が

付けられている。
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たりの規模は15㎡以下26．4％，15～30㎡37．9％，30～50㎡20．3％，50～100㎡

10．7％，100㎡を越えるもの4．7％となり，規模の小ささを語っている。設置

区域の所在についてみると都市計画法関係では市街化区域内2，681農園（77

％），市街化調整区域内等729農園（21％），都市計画区域外77農園（2％）

である。

 A．大阪府の市民農園政策

 大阪府農業会議は平成3年3月に『市民農園整備・拡充のあり方について

（試案）一大阪型クラインガルテンの創出をめざして一』を出版し，市

民農園の推進の行政方針を提言している。内容は次の4点にまとめられて

いる。

 ●市民農園の基本目標

   “市民のコミュニケーション空間”，“耕する文化の母体”として

  の市民農園；“農業のあるまちづくり”；日本型・大阪型の市民農園の

  創出の3点にある。

 ・市民農園整備・拡充の基本的条件

   美しさと快適さ，都市住民と地域農業・農業者との結合・接続（日本

  の固有的な特徴），多様性，公共性の重視と都市計画・土地利用計画に

  おける明確な位置づけ，用地提供者の優遇（農地等相続税納税猶予制度

  の適用）である。

 ・整備・拡充のための当面の重点課題

   美しい市民農園づくり，地域農業・農業者の参加と協力による市民農

  園づくり，多様でふところの深い市民農園づくり，公益性の高い市民農

  園の計画的設置，用地提供者である農業者の理解と協力による市民農園

  づくりである。

 ●市民農園整備・拡充のための当面の取り組みについて

   関係法制度の啓発，都市住民の市民農園に関する意向調査及び既存市

  民農園の実態と利用者の意向に関する調査等の実施，農業者の市民農園
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  に関する意向把握，市民農園に関する研究会，シンポジウム等の開催，

  関係資料の作成である。

 大阪府内には市民農園が601カ所あり，面積727千㎡となる。利用料金は大

阪市の年間12，100円／20㎡または8，800円／15㎡より，枚方市5，000円／20㎡，

泉南市6，000円／20㎡，熊取町1，500円／16㎡までであり，少数の福祉健康農

園や老人菜園は無料ということもある（平成2年8月1日現在）。

 B，大阪市の市民農園政策

 大阪市経済局の『平成3年度 農政事業概要』によると農業施策の基本方

針は農政の円滑な推進，都市に調和した農業経営の改善育成，花きの総合振

興，市内農地の有効活用（市民農園モデル整備事業），農業施設の整備，畜

産経営環境の改善，農業関係団体の育成指導，農業委員会の運営等，融き流

通施設の整備の9力項目である。

 同年度財政予算では市民農園モデル整備事業は138百万円（全農業施策の

うちの9．1％の支出）となる。

 その背景は市民の自由時間の増大，余暇活動の多様化により，花や野菜を

育て土地と親しむ農作業の体験を求める需要が高まっていることである。一

方，市内に残る少ない農地の有効利用策として市民農園の整備は，都市公園

等のみどりを補完し，理博後の緑豊かなまちづくりに資するためである。

 大阪市が農地を借り受け，農園の周囲に樹木や花を植え外観を美しくする

など施設の充実をはかり，利用者はもとより地域住民からも親しまれる市民

農園をモデルとして整備する。筆者は1992年2月号大阪市の市民農園事業に

ついてヒアリングしたとき，東淀川区ふれあいファーム豊花苑（整備面積

1，400㎡）と鶴見区安田地区市民農園（同，5，392㎡）の2事業の説明を受け

た。1区画当たり20㎡面積の他，憩いのスペースや駐車場，駐輪場，トイ

レ，収納庫などの公共施設も整備する予定である。事業として東淀川区の市

民農園の方が進んでいるので筆者が大阪市の案内のもとで見学した。同農園

の土地は市が地主と相談し農地等相続税納税制度の適用の条件で借用してい
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る。予定計画の規模どおりには達成していないがその方向に大きな一歩を踏

み出したことといえる。

表1：平成3年度大阪市の市民農園事業予定計画

事業量 面  積 区  画

大規模農園 1 カ 所 5，000㎡ 155区画

小規模農園 2 ヵ 所 2，000㎡×2 45×2区画

計 3 カ 所 9，000㎡ 245区画

写真5．大阪市：南側からみた東淀川区にある「ふれあいファーム

   豊花苑」。区画（20㎡）の境にレンガ積みで囲まれ，アメ
   ニティに力を入れている。区画の向こう側に公共施設のあ
   づまやと収納庫・トイレがある。

5 むすびにかえて：日本型のクラインガルテンを創出する条件

 土地に制約された日本の3大都市圏では日本型のクラインガルテンを創出

するためには次のような課題を解決しなければならないと思う。

 ・クラインガルテンのための土地の徴収や改造
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 クラインガルテンにする土地を確保するためには，まず現存一部の都市農

園の改造や改善を図り，そして市街化区域内生産緑地における農家は高齢病

弱であるが土地を手放さないために，市に5年以上の契約で貸すこともあ

る。市行政はその土地を貴重な緑地として地主に宅地並み課税の徴収猶予制

度を与え，クラインガルテンとして整備することである。

 ●到達距離の問題

 このようなクラインガルテンは利用者の30分以内の近所に整備できれば理

想であり，乳母車の距離に置くべきだともいわれている。利用者は週末を限

らずに毎日も到園できる距離に整備するべきである。

 ●共同施設や景観の整備

 現在日本の市民農園は小規模のため，外観が見苦しい。フェンスや生け垣

の設置，子供遊び場，休憩の場，駐車場，駐輪場も必要であろう。また，1

カ所のクラインガルテンを他のグリーンスペースに有機的に結合させ緑のネ

ットワークとして整備すれば重要であろう。

 ・管理制度

 管理制度としては日本の場合，市町における農協が積極的に動けば理想で

ある。農協は市から土地の委託管理を受け，申し込む団体への配分，施設の

管理，農業技術の指導，他の活動をも主催すれば良いであろう。

 以上の条件を満たせば良い日本型の市民農園を創出することができると信

じる。今後，豊かな生き方のアーバン・ライフスタイルには自然志向が重要

な要素となるに違いない。

〈クラインガルテンの田園楽〉

その1 小小庭園矛事情

瓜菜花木小池清

晴七五讃家友聚

辛労収穫倍楽盈
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付 記

 今回ドイツ・クラインガルテン研究調査に関してご助言やご教示を賜った京都大学

農学部 祖田修氏，大阪市経済局経済企画課 倉田真一郎氏，大阪府農業会議農政課

主幹 橋本卓爾氏，大阪府農協同組合中央会営農生活部農政課 池嶋明氏，ドイツ連

邦共和国大阪・神戸総領事館の赤松恒樹氏，立地評価研究所所長 大西靖生氏，地域

活性化研究所 川本知恵子氏，森野俊子氏に厚くお礼申しあげます。また，ドイツで

暖かく迎えて下さったミュンヘン市のW．マース氏，ノーベルト・メイ氏，：L．エリ

ック氏，J．クリシュピース氏，そして，ハノーファー市のE． U．イェーガー氏，1（．

メーや一丁，M．ヒーシュ氏の様々な方にも心よりお礼申しあげます。さらには，一

緒に研究調査に同行した濱田学昭氏，川渕吉男氏，中筋修氏，大西靖生氏，井上義朗

氏には，旅中いろいろとお世話になり，感謝を申しあげる次第です。
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